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地
方
自
治
体
の
議
会
や
地
域
主
権
を

支
え
る
市
民
な
ど
の
活
動
を
表
彰
す
る

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」
。
上
越
市
議

会
は
、
第
６
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
で

『
議
員
提
案
に
よ
る
『
中
山
間
地
域
振

興
基
本
条
例
』
の
制
定
に
続
き
２
度
目

の
受
賞
に
な
り
ま
す
。
こ
の
時
は
、
最

優
秀
成
果
賞
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
受
賞
は
「
市
議
を
め
ざ
し
や

す
い
環
境
整
備
検
討
会
」
の
取
り
組
み

が
全
国
的
に
優
れ
た
議
会
取
り
組
み
と

し
て
評
価
さ
れ
、
第
13

回
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
大
賞
７
部
門
の
内
の
『
優
秀
政
策
提

言
賞
』
優
秀
賞
36

件
の
一
つ
と
し
て
選

ば
れ
た
も
の
で
す
。
来
月
（
１
１
月
９

日
）
に
東
京
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
36

件
の
中
か
ら
各

部
門
別
に
最
優
秀
賞
の
７
件
と
グ
ラ
ン

プ
リ
１
件
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
座
長
を
務
め
て
き
た
滝
沢

一
成
議
員
が
議
会
代
表
で
授
賞
式
に
出

席
し
ま
す
。 

 

 

今
年
の
応
募
は
全
部
で
２
２
４
２
件

あ
り
ま
し
た
が
そ
の
中
か
ら
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
会

改
革
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
大
い
に
今
後
も
励
み
に
な
る

も
の
で
す
。 

 

「
市
議
を
め
ざ
し
や
す
い

検
討
会
」
は
昨
年
３
月
に
当

時
の
内
山
米
六
議
長
の
諮
問

組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
こ
の
１
年
間
で
20

回

も
の
検
討
会
議
を
行
い
、
市

民
と
の
意
見
交
換
会
も
２
回

行
っ
て
き
ま
し
た
。
若
い
人

た
ち
や
女
性
の
議
員
（
現
在

１
人
）
が
少
な
い
と
い
う
状

況
で
、
議
員
に
な
り
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
向
け
た
提
言

書
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

 
今
年
度
か
ら
新
し
い
議
長

の
下
で
、
議
会
改
革
推
進
会

議
や
そ
の
中
に
結
成
さ
れ
た

『
推
進
チ
ー
ム
』
が
、
提
言

さ
れ
た
項
目
の
内
、
「
早
急

に
取
り
組
む
べ
き
改
革
案
」

と
し
て
位
置
付
け
て
改
革
の

具
体
的
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
こ
れ
と
合
わ
せ

て
武
藤
正
信
議
長
の
諮
問
検
討
組
織
と

し
て
、
「
議
員
定
数
及
び
報
酬
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
精
力
的
な
議
論
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
日
本
共
産
党
議
員
団
で
は
、

「
議
会
改
革
推
進
会
議
」
や
「
推
進

チ
ー
ム
」
さ
ら
に
「
議
員
定
数
及
び
報

酬
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
に
上
野
議

員
を
配
置
し
て
、
開
か
れ
た
議
会
、
議

会
制
民
主
主
義
の
根
幹
を
守
る
た
め
に

奮
闘
し
て
い
ま
す
。 

 
 

「市議をめざしやすい検討会」市民との意見交換会 

災害対策特別委員会《橋爪》 

◎視察内容 
 １６日（火）茨城県常総市 

 ・関東・東北豪雨災害について 

 １７日（水）茨城県水戸市 

 ・水戸市一斉防災訓練について 

 

移住定住特別委員会《上野》 

◎視察内容 
 １６日（火）山梨県甲府市 

 ・移住定住の取り組みについて 
   こうふコンシェルジュや移住 

       ノートの取り組み 

  1７日（水）長野県伊那市 

 ・移住定住促進ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる若者 

   が集うまちづくりについて 

 

交通対策特別委員会《橋本》 

◎視察内容 
 １６日（火）長野県安曇野市 

 ・デマンド交通の取り組み 
   導入の経緯と内容、導入後の運行 

   状況について 

   1７日（水）長野県伊那市 

 ・市街地循環バスの取り組みに 
   導入の経緯と内容、導入後の運行 

   状況について 
 

※視察内容については後日報告します！ま

た、視察後全議員が委員長へ報告書を提出す

ることになっています。 
米国の臨界前核実験に抗議文送付 

 アメリカが「昨年12月13日に28回目の

核実験を行った」と報道されたことで、

「国連で核兵器禁止条約が採択され国際社

会が核兵器のない世界の実現に向けて努力

する中・・・国際社会の取り組みに逆行す

るもの」だとして、上越市長と市議会議長

は連名で10月12日、米国大使館に抗議文を

送付しました。 

 

10
月
15
日
（
月
）
に
厚
生
常
任
委
員

会
が
開
か
れ
地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
そ

の
基
本
的
な
考
え
方
や
策
定
委
員
会
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
ず
健
康
福
祉
部
長
か
ら
地
域
福
祉
計

画
は
「
健
康
増
進
計
画
や
障
害
者
福
祉
計

画
な
ど
の
市
が
策
定
し
た
健
康
福
祉
に
関

連
す
る
各
種
計
画
を
包
含
し
福
祉
関
係
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
理
念
計

画
で
あ
る
」
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
上
で
、
「
平
成
19
年
３
月
に
上

越
市
地
域
福
祉
計
画
（
平
成
19
年
度
か

ら
23
年
度
ま
で
が
対
象
期
間
）
を
策
定

し
た
が
健
康
増
進
計
画
や
障
害
者
福
祉
計

画
な
ど
の
個
別
計
画
に
事
業
の
推
進
を
ゆ

だ
ね
て
き
た
こ
と
か
ら
、
計
画
の
改
訂
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
現
在
に
い
た
っ
て
い

る
」
と
し
て
、 

策
定
の
必
要
性 

が
次
の
３
点
か
ら
説
明

さ
れ
ま
し
た
。 

 

①
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
か
ら
い
い
気
福
祉
計
画
の
策
定

が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と 

②
国
が
地

域
共
生
社
会
の
実
現
、
包
括
支
援
体
制

の
構
築
を
提
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
や
団
体
の
関
わ
り
合
い
、
地

域
の
支
え
合
い
体
制
の
強
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
③
健
康
福
祉
分
野
に
対
す
る

各
種
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
分
野
横
断
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
。 

 

計
画
の
期
間 

に
つ
い
て
は
健
康
福

祉
に
係
る
各
種
計
画
の
最
上
位
計
画
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
総
合

計
画
と
整
合
性
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

上
越
市
総
合
計
画
の
見
直
し
の
周
期
に

合
わ
せ
、
４
年
（
平
成
31
年
度
～
34

年
度
）
と
す
る
こ
と
。 


